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昨
年
12
月
21
日
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、地
元
関
連
団
体
で
構
成
す
る「
ク

ニ
マ
ス
会
議
」
と
連
携
を
図
っ
た
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◇
主
な
事
業
内
容

・
ク
ニ
マ
ス
生
態
調
査

　
　
　
　

(

秋
田
県
、
山
梨
県
合
同)

・
田
沢
湖
水
質
実
態
調
査

・
ク
ニ
マ
ス
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
事
業

・
ク
ニ
マ
ス
ふ
る
さ
と
看
板
製
作
設
置

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
田
沢
湖
、
西
湖
友
好
提
携
調
査

・
田
沢
湖
湖
畔
整
備
構
想
の
検
討

(

白
い
砂
浜
の
実
現
、
史
料
館
整
備)

「
第
３
回
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で
は
市
側
か
ら
、

中
和
処
理
に
つ
い
て
、
石
灰
石
以
外

の
手
段
の
検
討
や
、
田
沢
湖
の
環
境

整
備
の
た
め
、
水
上
バ
イ
ク
の
騒
音

や
油
漏
れ
、
指
定
区
域
外
で
の
走
行

な
ど
、
湖
面
を
利
用
す
る
際
の
マ

ナ
ー
問
題
を
解
決
す
る
必
要
性
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
中

 

ク
ニ
マ
ス
復
活
を
目
指
し
て
～

 
～
世
紀
の
大
発
見
か
ら

田
沢
湖
へ
玉
川
導
入

　
　
姿
を
消
す
ク
ニ
マ
ス

玉
川
の
利
用
は

　
　
　
昔
か
ら
の
大
き
な
課
題

　

玉
川
の
水
は
酸
性
が
強
く
、
農
業

用
水
、
生
活
用
水
に
適
さ
ず
、
流
域

の
開
発
を
妨
げ
て
い
ま
し
た
。
玉
川

温
泉
の
Ｐ
Ｈ
１
．
２
、
温
度
98
度
の

お
湯
が
流
れ
る
、
わ
が
国
で
も
有
数

の
強
酸
性
河
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

強
酸
性
除
毒
の
歴
史
は
、
佐
竹
藩

が
天
保
12
年
、
角
館
地
方
の
農
業
被

害
を
除
去
す
る
た
め
、
田
口
幸
右
衛

門
に
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
リ
ま
す
。

国
策
事
業
　
田
沢
湖
開
発
へ

　

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
12

年
、
電
源
開
発
と
農
地
開
拓
を
目
的

に
、
田
沢
湖
に
玉
川
を
導
入
す
る
方

針
が
決
定
。
田
沢
湖
は
発
電
用
ダ
ム

と
農
業
か
ん
が
い
用
た
め
池
の
役
目

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仙
北

平
野
の
未
墾
地
を
水
田
に
替
え
、
発

電
と
開
拓
の
効
果
を
得
ら
れ
る
計
画

で
し
た
。

　

強
酸
性
の
玉
川
流
入
に
よ
る
、
湖

の
生
態
系
の
破
壊
は
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
時
は
戦
時
体
制
下
、
国
策

に
沿
う
こ
の
事
業
は
発
電
所
建
設
な

ど
が
順
調
に
進
み
、
昭
和
15
年
、
導

入
路
か
ら
玉
川
の
水
が
田
沢
湖
へ
流

れ
込
み
、
生
保
内
発
電
所
で
営
業
発

電
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

湖
か
ら
消
え
た
生
き
物
た
ち

　

し
だ
い
に
田
沢
湖
は
酸
性
湖
に
変

容
し
、
世
界
で
田
沢
湖
に
し
か
生
息

し
て
い
な
か
っ
た
ク
ニ
マ
ス
も
絶
滅

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ワ
ナ
、

ウ
ナ
ギ
、
ヒ
メ
マ
ス
な
ど
も
湖
か
ら

消
え
て
い
き
ま
し
た
。

中
和
処
理
が
稼
働
、

　
　
　
少
し
ず
つ
甦
る
田
沢
湖

　

平
成
元
年
10
月
、
中
和
処
理
施
設

の
試
験
運
転
開
始
、
平
成
3
年
4
月

か
ら
本
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
中

和
に
は
石
灰
石
が
１
日
40
ト
ン
使
用

さ
れ
ま
す
。
流
域
土
壌
の
酸
性
を
緩

和
し
、
米
の
収
穫
増
な
ど
様
々
な
効

果
が
出
て
お
り
、
田
沢
湖
で
は
水
質

も
徐
々
に
改
善
し
、
ウ
グ
イ
等
も
生

息
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
、
世
紀
の
大
発
見
と
ク
ニ
マ
ス
の
生
存
が
報

じ
ら
れ
て
か
ら
、
市
で
は
県
と
共
同
し
て
「
ク
ニ
マ
ス

里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
活
動

を
通
し
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ク
ニ
マ
ス
を
知
る
こ
と
で
、
田
沢
湖
の
歴
史
を
知
り
、

環
境
を
見
直
す
。
一
度
は
絶
滅
と
思
わ
れ
た
ク
ニ
マ
ス

を
通
し
て
見
え
る
も
の
は
様
々
で
す
。

　

幻
の
魚
だ
っ
た
ク
ニ
マ
ス
が
、
幸

運
に
も
ま
た
私
た
ち
の
前
に
現
れ
ま

し
た
。

　

田
沢
湖
に
か
つ
て
生
息
し
、
辰
子

伝
説
が
由
来
の
別
名
「
キ
ノ
シ
リ
マ

ス
」、
殿
様
へ
献
上
品
と
し
て
の
話

や
、
１
匹
が
米
１
升
の
贅
沢
品
と
も

語
ら
れ
る
ク
ニ
マ
ス
と
は
？

　

ク
ニ
マ
ス
が
初
め
て
学
術
的
に
分

類
さ
れ
た
の
は
大
正
14
年
。
京
都
大

学
川
村
多
実
二
教
授
が
ア
メ
リ
カ
の

魚
類
学
者
ジ
ョ
ル
ダ
ン
博
士
に
、
３

匹
の
標
本
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
博
士
は
新
種
と
判
定
し
、
オ

ン
コ
リ
ン
カ
ス
・
カ
ワ
ム
レ
ー
と
名

付
け
、
ベ
ニ
サ
ケ
が
陸
封
さ
れ
て
生

じ
た
新
種
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。

田
口
三
之
助
翁
と

田
沢
湖
疎そ

す

い水
ト
ン
ネ
ル

～
田
沢
湖
の
今
昔
①
～

　

田
沢
湖
畔
の
白
浜
に
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
疎そ

す
い
ず
い
ど
う

水
隧
道

（
ト
ン
ネ
ル
）
を
完
成
さ
せ
た
田
口

三
之
助
翁
を
讃
え
、
大
正
６
年
石
神

地
区
の
住
民
が
建
立
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
玉
川
は
酸
性
度
が
高
く

「
玉
川
毒
水
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。
石
神
地
域
で
は
玉
川
の
水
を

灌か
ん
が
い漑
用
水
に
使
用
し
て
い
た
た
め
、

収
量
が
少
な
く
、
農
民
の
生
活
は
苦

し
い
も
の
で
し
た
。

　

生
保
内
の
阿
気
に
生
ま
れ
た
田
口

三
之
助
は
、
田
沢
湖
か
ら
水
を
引
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
疎
水
隧
道
の

工
事
を
計
画
し
ま
す
。

　

当
時
の
地
域
に
そ
の
資
金
を
出
す

余
裕
は
無
く
、
三
之
助
は
苦
労
の
す

え
秋
田
藩
か
ら
補
助
を
取
り
付
け
、

文
化
２
年
工
事
に
着
工
。
約
二
百
間

（
約
３
７
０
ｍ
）
の
長
さ
を
、
人
の

手
で
堀
り
抜
く
大
事
業
は
難
航
し
、

や
が
て
藩
か
ら
の
補
助
も
打
ち
切
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
縁
者
の
工
事
中

止
の
説
得
を
振
り
切
り
、
三
之
助
は

工
事
を
続
け
、
開
始
か
ら
10
年
目
の

文
化
11
年
に
隧
道
は
開
通
、
白
浜
の

水
門
か
ら
澄
み
切
っ
た
水
が
石
神
の

水
田
に
流
れ
ま
し
た
。

　

疎
水
隧
道
に
よ
り
石
神
地
区
の
水

事
情
は
飲
料
水
も
含
め
改
善
、
水
田

も
豊
作
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
三
之
助

は
、
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
村
の

肝き
も
い
り煎
（
世
話
役
）
に
抜
擢
さ
れ
そ
の

職
に
精
励
し
ま
し
た
。（「
先
人
の
歩

み
」
大
曲
仙
北
校
長
会
編
参
考
）

　　

昭
和
15
年
、
電
源
開
発
と
農
地
開

拓
の
計
画
で
玉
川
の
水
が
田
沢
湖
に

導
水
さ
れ
、
こ
の
疎
水
ト
ン
ネ
ル
は

閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
４
年
田

沢
湖
畔
地
域
の
特
定
環
境
公
共
下
水

道
整
備
事
業
の
際
、
幹
線
設
置
に
再

利
用
さ
れ
、大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

先
人
の
偉
業
が
こ
こ
に
甦
り
、
現

在
も
地
域
環
境
を
守
っ
て
い
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
西
湖
で
の
ク
ニ
マ
ス
発
見
の
報
道

市
が
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
実
現
へ
県
に
支
援
を
要
請

「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
立
ち
上
げ

京
都
大
学
中
坊
教
授
お
よ
び
富
士
河
口
湖
町
訪
問

今
後
の
取
り
組
み
を
知
事
、
市
長
等
が
協
議

山
梨
県
が
検
討
し
て
い
る
ク
ニ
マ
ス
生
態
調
査
へ

の
協
力
と
調
査
内
容
に
つ
い
て
協
議

第
２
回
「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
会
議

県
立
大
学
杉
山
客
員
教
授
が
ク
ニ
マ
ス
講
演
会

地
元
関
係
団
体
が
構
成
「
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
会
議
」

発
足
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
の
連
携
を
検
討

富
士
河
口
湖
町
と
今
後
の
連
携
を
確
認

西
湖
漁
協
総
会
を
開
催
、
３
月
１
日
を
目
途
に
北

岸
沖
で
自
主
禁
漁
区
の
設
定
を
決
定

京
都
大
学
中
坊
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
西
湖
の

ク
ニ
マ
ス
を
「
純
粋
種
」
と
す
る
論
文
を
発
表

さ
か
な
ク
ン
講
演
会
を
開
催

２
月
４
日
か
ら
西
湖
で
の
予
備
調
査
で
ク
ニ
マ
ス

の
可
能
性
が
高
い
魚
９
匹
を
採
取

31
日
ク
ニ
マ
ス
の
捕
獲
調
査
を
実
施
。
ク
ニ
マ
ス

の
可
能
性
の
あ
る
生
き
た
魚
を
初
め
て
捕
獲

JA
秋
田
お
ば
こ
が
「
復
活
！
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
応

援
定
期
」
総
額
の
０
．
０
２
％
に
あ
た
る
35
万
円

を
市
に
寄
贈

富
士
河
口
湖
町
議
会
議
員
団
が
仙
北
市
を
訪
れ
、

両
市
町
議
会
の
密
接
な
連
携
の
意
見
交
換

第
３
回
「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
会

議
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

大
曲
農
業
高
等
学
校
「
農
業
ク
ラ
ブ
」
が
研
究
し

て
い
る
「
石
灰
石
に
頼
ら
な
い
玉
川
強
酸
性
水
の

中
和
方
法
」
に
つ
い
て
、
市
が
意
見
交
換

「
ク
ニ
マ
ス
発
見
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
。
中

坊
教
授
の
特
別
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
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ク
ニ
マ
ス
里
帰
り

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
田
沢
湖
の
環
境
を
考
え
る

三之助翁を讃える記念碑

～
田
沢
湖
の
今
昔
②
～

水面に雲を映す田沢湖
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